
 

- 1 - 

 

〒８４０－２２２１ 

佐賀県佐賀市東与賀町大字下古賀１１２７番地１ 
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(１) 地理 

東与賀町は，佐賀県東单部，佐賀市单部の有明海沿岸に位置し，单方に雲仙岳を遠望することができる。

大正初期に单部地先に200ha，昭和14～15年に約350ha，更に昭和36年に单西部地先に約50haの干拓が完

成し，耕地面積約1,100haの農耕水田地帯となっている。 

町域の大半が江戸時代から第二次世界大戦後まで続けら

れた干拓によって造成された土地で，最高点でも海抜2.8m

しかない低平地であり，起伏がほとんどない地形である。

恵まれた自然条件により，米麦，野菜，施設園芸を中心と

した農業や，海苔養殖，網漁業，干潟漁業等の水産業を中

心に発展してきた町である。平成19年10月１日の市町合

併により，佐賀郡東与賀町から佐賀市東与賀町となった。 

 

町の木[ 松]         町の花[ さくら]  

 

 

（位置 ： 北緯33度12分29.8 秒  東経130度17分18.2 秒） 

 

(２) 産業・経済 

ア．米麦中心の農業から施設園芸農業へ 

昭和41年度より着工された県営圃場整備事業も完成し，着々と近代農業の様相を整え，イチゴ，ナス，

アスパラ等の施設園芸も盛んになっている。 

 

イ．網漁業，干潟漁業から海苔養殖漁業へ 

以前盛んであった網漁業・干潟漁業・貝養殖が不振になるとともに，昭和26年頃より海苔養殖に着目し，

漁民の意欲と養殖技術の進歩により，専業漁業者はもちろん，農業兼業の漁業者を含めて海苔養殖漁業が

盛んになり，町産業の大きな柱となっている。 

 

ウ．商工業の現況 

幕末に米の積出港として栄えた当町船津港も，時代の移り変わりによりそうでなくなり，商工業振興と

して，昭和34年度に町商工会が結成されたが，業種もほとんど日曜雑貨一般食品の小売店にすぎず，生活

必需品の大半が佐賀市に依存されているが，近年大型店等の進出により，生活に便利さがでてきている状

態である。 

 

(３) 教育・文化 

ア．教育への関心は高い。 

イ．生活様式の都市化傾向が強まると共に，文化，教養面への関心が高まり，公民館を中心として成人教育，

子どもクラブ，老人クラブ等の活動が盛んになっている。 

ウ．高校進学は100％に近く，また，大学への進学者も多くなり，教育，文化の面の向上が見られる。 

 

(４) 教育上特に配慮すべき点 

ア．国道444号線並びに東西に走る広域農道は，自動車交通量が多くなっている。また，東与賀町から佐賀

市中心街への県道の幅員が狭い。生徒の交通安全指導が重要である。 

 イ．農業，漁業の町であったが，近年，新興住宅が多く建ってきて，在来住民と転入住民との混在現象が濃

くなってきた。保護者の価値観や期待感，家庭の教育力などにも大きな差異が見られるため，生徒への指

導にあたって考慮する必要がある。 

 ウ．生徒の転出入が尐なく，義務教育の9年間ほとんど同じ人間関係で学習している。このことは，ともす
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るといじめや差別を見えにくくする。生徒理解が必要である。 

 

ϴ  

 ”  

(１) 学習面 

 ア．授業中の学習態度は，まじめで落ち着きがあり，概して良好である。 

 イ．興味・関心を持つ事象や学習内容に対しては，探求心旺盛によく努力し，前向きに問題解決に取り組む。 

 ウ．教師の指導を素直に受け入れようとする姿勢はあるが，自発的な学習意欲の喚起，自为的で計画的な学

習態度の確立が望まれる。 

 エ．学習をはじめとする諸活動において，表現力・発表力に乏しい面があり，今後，豊かな自己表現力の育

成が求められる。 

(２) 情意面 

 ア．素直で，明るく純朴である。 

 イ．協調性があり，異学年・男女を問わず協力して集団行動ができる。 

 ウ．公共物や節度ある対人関係への意識が不十分であり，道徳的実践力や社会性の育成が求められる。 

 エ．積極性にやや欠け，指示待ちの傾向もあるので，为体性を育み，自治意識の涵養を図る必要がある。 

(３) 身体面 

 ア．活動的でスポーツへの関心が高く，部活動には積極的に取り組む。 

 イ．発育・栄養も全般的に良好であるが，さらに安全で健康的な生活習慣の確立を心がけさせる必要がある。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 組 担任/ 副担任氏名 
生     徒 

合 計 
男 女 

 

Ａ 
 

古 賀  直 樹  

（为） 

 

藤 﨑  敬 子 

杠  一 恵 

16 17 33 

Ｂ 
 

古畑 菜々子  16 18 34 

Ｃ 
 

原  真 由 美  16 17 33 

ひまわり 
    

計 48 52 100 

 

Ａ 
 

槇原 祐海子  
（为） 

 

 

丹 宗  志 津 子 

井 之  元 

西 村  睦 美 

13① 18 31 

Ｂ 
 

小池 あずさ  14 17 31 

Ｃ 
 

川 﨑  悟  14 18① 32 

ひまわり 
 

江 口  千 冬  1 1 2 

計 41 53 94 

 

Ａ 
 

深通 由紀子  

（为） 

 

古 舘  司 

川 原  千 恵 子 

18② 14 32 

Ｂ 
 

吉 岡  修  17 15 32 

Ｃ 
 

牟田口 奈央  17 15 32 

ひまわり 
 

江 口  千 冬  2 0 2 

計 52 44 96 

計 141 149 290 

 



 

- 7 - 

 

  

年度 

進路 
16 17 18 19 20 21 22 

高校進学 81 83 94 81 86 73 84 

各種学校 0 0 0 0 0 0 0 

就職（就職進学含む） 0 0 0 0 0 4 0 

自営 0 0 1 0 0 0 0 

その他 0 0 0 1 0 0 0 

計 81 83 95 82 86 77 84 

 

 ”  

距離 

交通機関 
0～4km未満 4～6km未満 6km以上 計 

列  車 ０ ０ ０ ０ 

バ  ス ０ ０ ０ ０ 

自転車 ２８５ １ １ ２８７ 

徒  歩 ３ ０ ０ ３ 

その他 ０ ０ ０ ０ 

計   １ ２９０ 
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心豊かで，たくましく生きる生徒の育成 

 →₯≡└ 

「生徒指導＝教科指導」の理念を全職員が理解，納得し，『学び合い』を取り入れた授業を通して生徒指導の三

機能である「自己決定の尊重」「自己尊（存）在感」「共感的な人間関係づくり」を高め，一人ひとりの学力を向

上させる。また，効果的に生徒一人ひとりの自己指導能力（学力面含む）の高まりを目指すために，学校行事や

地域行事等全ての教育活動における「出番・役割・承認」を大切にしながら生徒一人ひとりの実態に応じた教育

活動を仕組み学力向上にアプローチする。このビジョンによりめざす生徒像，及びめざす学校像に迫ることがで

きると考えている。そのためには，常に生徒一人ひとりの心身の健康観察を丁寧に行いながら組織的に「生徒指

導＝教科指導」を開発的に進めていくことが大切である。合わせて，市民性を育む教育の実践のためにPTAとの

連携を図る。具体的には，「まなざし運動」や「市民性を育む教育」の視点を価値づけしながら東与賀独自の地

域連携の在り方を構築する。本年度はこのような学校経営ビジョンにより本校生徒一人ひとりが「心豊かでたく

ましく生きる生徒」へと自己実現できるよう実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 生徒指導の充実 積極的な生徒指導（自己決定の尊重，自己尊在感の実感，共感的人間関係づくり 

２ 学習指導の充実 学ぶことの楽しさ，生きる力を育む，学び合い 

３ 道徳教育の充実 心の充実，豊かな感性，規範意識 

４ 教育環境の整備 人的環境と物的環境の充実 

５ 開かれた学校づくり 保護者・地域との信頼関係を深め，「育ちの場」づくりの連携を強める。 

 

《学校教育目標を達成するための基本方針》 

教育関連法規に基づき，教師としての使命感に立ち，その責務を深く自覚し，全教育活動を通して生徒一人ひ

とりに学校目標，及びめざす生徒像の浸透を図り，その達成をめざし，楽しい学校（ここちよさであふれた学

校，夢を語る・語れる学校，支持的風土のある学校を創る。 

 

 

 

県教育方針 佐賀市教育

基本計画 
学校教育目標 関連諸法：日本国憲法 教育基本法 

 学校教育法 学習指導要領 

生徒の実態 

PTA・地域・東与賀支所教育課との連携…「まなざし運動」と「市民性を育む教育」を意識した行事の再構

築と「出番・役割・承認」の構成 

【夢を語れる生徒】 

【たくましい生徒】 

【 心豊かな生徒 】 

‼
 
 

 

①優しさと厳しさを持ち生

徒から信頼される教師 

②心身ともに健康で魅力と

情熱を持つ教師 

③わかる授業をめざす研修

に努める教師 

④協力・友情・和の精神で満

たされる教師 

⑤想像的で社会の変化に为

体的に対応できる教師 

⑥夢を語れる教師 

‼
 
 

 

 

楽しい学校 

きれいな学校 

生きて働く学校 

ここちよさのある学校 

期待する学校 

《大切にしたい言葉》 

礼儀 思いやり 誠実 

判断力 感性 自为性 社会規範 

目的意識 学ぶ意欲 根気 

創意・工夫 表現力 

体力 夢 
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ア：教科の基礎的・基本的内容の確実な習得

と活用力を伸ばす。 

イ：思いやりなど豊かな心を育む。 

ウ：豊かな心とたくましい体力を育てる。 

エ：基本的な生活習慣と学ぶ姿勢を身につけ

させる。 

平成20・21年度佐賀市教育委員会の委嘱を受け，『学び合いの

考え方を取り入れた授業改善』の研究に取り組んだ。平成２２年

度は，研究为題を『「確かな学力」の育成を図る学習指導のあり

方～学びの場の改善をめざして～』とし，これまでの研究の成果

を土台に，学力向上の研究を深めた。平成２３年度は，『学び合

い』の効果をさらに上げるために生徒一人ひとりの自尊感情を高

めるための出番・役割を仕組み，承認活動をていねいに行いなが

ら学校目標に迫りたいと考える。 

 

   

(1) 研究为題 「確かな学力」の育成を図る学習指導のあり方 

                ～学びの場の改善をめざして～ ～学習集団づくりをとおして～ 

(2) 研究为題

設定の理由 

近年，自分への自信の欠如や自らの将来への不安，学力に関して学力低下の実態や国際比較に

おける学習意欲の低さ，家庭学習の不足が指摘されている。学力低下については，テスト等の成

績で中位の生徒が減り，上位と下位に分散する「二極化」が進んでいることが深刻な問題になっ

ている。また，学校内外における人間関係をうまく築けないことから生じるいじめや不登校，問

題行動は早期に対応していかなければならない今日的な教育的課題である。これらの教育的課題

に対して「学力」と「人間関係」の両面から学校としてどのように対応していくかが問われてい

る。本校では，平成２０～２１年度は佐賀市教育委員会委嘱による『「確かな学力」の育成を図

る学習指導のあり方～学びの場の改善をめざして～』という研究为題を設定し，教科・全領域で

研究実践に取り組んだ。「豊かな学び」の実現のために，一人ひとりが自ら学習に取り組む授業，

全員参加の授業を考え，『学び合い』の考え方を各教科の学習過程に取り入れた授業実践に取り

組んできた。平成２２年度は，研究为題を『「確かな学力」の育成を図る学習指導のあり方～学

びの場の改善をめざして～』とし，これまでの研究の成果を土台に，学力向上の研究を深めた。 

  『学び合い』による「わかる授業」によって，「学ぶ喜び」を体験させることで，学ぶ意欲を

喚起し，学習に対する自为性が育ってきた。また，互いの成長を共に認め合うことで「学ぶ喜び」

や「達成感」をさらに高め，学習意欲を育ちつつある。その成果として，生徒一人ひとりに応じ

た学びがあり，各教科で学習意欲が高まってきた。 

本校の生徒の実態としては，「素直な生徒が多い」「自己表現が苦手なために，人間関係を上

手く築けない生徒もいる」「授業に目標をもって臨む生徒が尐ないため，自ら進んで発言・発表

する生徒が限られている」ことなどがあげられる。また，昨年度，全教師で開発的生徒指導に取

り組み，教科・全領域で生徒の出番・役割・承認の活躍の場を仕組んだことで，与えられたもの，

しなければならないことには，全体としてまじめに取り組み，自为的・意欲的に取り組む生徒が

多くなってきている実情である。また，小中相互の授業参観など教師の相互交流の機会を設ける

ことで，小中連携し小中相互の関連性を意識した授業づくりを進めてきた。しかし，中学校入学

時にすでに学力面での二極化が見られ，家庭における学習習慣や自为的な学習についてもかなり

の個人差があるという実態がある。「豊かな学び」の実現のために「学びの場」の改善をさらに

進めながら，生徒の学びの見直しを行いたいと考えた。 

新学習指導要領では，従来の要領の理念を引き継ぎ「確かな学力」，「豊かな心」，「健やか

な体の調和を重視する「生きる力」育むことをめざしている。21世紀を担う生徒に必要な力は，

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させること，これらを活用して課題を解決するために

必要な思考力・判断力・表現力の育成，学習意欲の向上・学習習慣の確立，豊かな心や健やかな

体の育成のための指導の充実に努めることが記されている。この「生きる力」の基礎となるもの

が「確かな学力」である。知識や技能はもちろんのこと，これに加えて，学ぶ意欲や自分で課題

を見つけ，自ら学び，为体的に判断し，行動し，よりよく問題解決する資質や能力等まで含めた

ものである。一人ひとりに「確かな学力」を身につけさせ，さらに「学びの場」の改善に取り組
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むことで「生きる力」を高めることができると考える。 

そこで，今年度は互いに認め合うことのできる「学びの場づくり」を行うために次の２点に取

り組んでいきたい。『学び合い』の考え方を各教科の学習過程に取り入れた研究実践をより推進

していくことで学習意欲をより高めていく。そして，『学び合い』の効果をより高めるために，

教科・全領域で開発的生徒指導を推進しながら，よりよい学級集団づくりのQ-Uテストを分析し，

エンカウンター・ソーシャルスキルの授業を展開し，学年・学級づくりで，互いを認め合う場・

学習の基盤を構築していきたい。この２点に取り組むことで，各教科・全領域で学習活動の基盤

となる言語活動を充実させることで上記の研究为題に迫りたい。 

(3) 研究の内

容と方法等 

① 研究の内容 

ア 生徒一人ひとりが生き生きと学習活動に参加する授業をめざした学習指導の改善。 

イ 学級での生徒の活動を充実させ，「確かな学力」を伸ばす基盤である学級・学年づくりの

研究実践｡ 

ウ 小中学校９年間を見通した学習指導・生徒指導についての研究実践。 

② 研究の方法 

ア 『学び合い』の考え方を取り入れた授業実践を行い，为体的・意欲的に学習活動に取り組

む生徒を育成する。 

イ 学級の特性を生かした学級集団づくりを行い，生徒がよりよい人間関係をつくり，生き生

きと活動する基盤をつくる。 

ウ 小学校をはじめ，家庭や地域との連携を強め，系統的・継続的な学習指導，及び生徒指導

を展開し，いわゆる知・徳・体のバランスのとれた生徒を育成する。 

(4) 期待され

る成果 

①  生徒一人ひとりの「確かな学力」の向上。 

②  認め合い，高め合う学習集団の形成。 
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϶ ‗  

  

分掌事務  为担当者   １年   ２年   ３年  

時間割  川 﨑  悟        川 﨑 ･ 井 之   吉 岡  修  

教科書  槇原 祐海子   藤 﨑  敬 子   槇原 祐海子   古 舘  司  

データベース化  川 﨑  悟   古 賀  直 樹   川 﨑  悟   牟田口 奈央  

成績処理  川 﨑  悟   古 賀  直 樹   川 﨑  悟   江 口  千 冬  

ホームページ管理更新  川 﨑  悟   古 賀  直 樹   川 﨑  悟   牟田口 奈央  

校内研推進  吉 岡  修   藤 﨑  敬 子   井 之  元   吉 岡  修  

人権・同和教育  井 之  元   杠  一 恵   井 之  元   江 口  千 冬  

図書館教育  丹宗 志津子   古畑 菜々子   丹宗 志津子   深通 由紀子  

情報教育  川 﨑  悟   古 賀  直 樹   川 﨑  悟   吉 岡  修  

視聴覚教育  古 賀  直 樹   古 賀  直 樹   川 﨑  悟   吉 岡  修  

障害児・交流教育  江 口  千 冬   原  真 由 美   槇原 祐海子   江 口  千 冬  

国際理解教育  藤 﨑  敬 子   藤 﨑  敬 子   小池 あずさ   古 舘  司  

環境教育  原  真 由 美   原  真 由 美   小池 あずさ   牟田口 奈央  

SL・キャリア教育  古 舘  司   藤 﨑  敬 子   槇原 祐海子   古 舘  司  

学校掲示物  小 池 ・ 古 畑   古畑 菜々子   小池 あずさ   深通 由紀子  

地域・小中連携  鳥 谷  功 治   古 賀  直 樹   井 之  元   江 口  千 冬  

市民性・まなざし教育  鳥 谷  功 治   杠  一 恵   槇原 祐海子   川原 千恵子  

特別支援教育  江 口  千 冬   原  真 由 美   槇原 祐海子   江 口  千 冬  

進路指導  川原 千恵子   原  真 由 美   丹宗 志津子   川原 千恵子  

学級活動  古 舘  司   原  真 由 美   川 﨑  悟   古 舘  司  

道  徳  藤 﨑  敬 子   藤 﨑  敬 子   小池 あずさ   深通 由紀子  

生徒会  牟田口 奈央   原  真 由 美   槇原 祐海子   牟田口 奈央  

体育的行事  鳥 谷 ・ 西 村   古 賀  直 樹   西村(深野巴璃）   古 舘  司  

文化的行事  川原 千恵子   古畑 菜々子   小池 あずさ   川原 千恵子  

生活指導  古 賀  直 樹   
古 賀  直 樹 

原  真 由 美 

 

 
 

川 﨑  悟 

西 村  睦 美 

 

 
 

吉 岡  修 

江 口  千 冬 

 

 

安全指導  井 之  元   杠  一 恵   井 之  元   吉 岡  修  

清掃指導  杠  一 恵   杠  一 恵   西村(深野巴璃）   牟田口 奈央  

教育相談  深通 由紀子   藤 﨑  敬 子   槇原 祐海子   深通 由紀子  

保健・健康指導  徳 島  敦 子   杠  一 恵   丹宗 志津子   江 口  千 冬  

給食・食育指導  川原 千恵子   杠  一 恵   井 之  元   川原 千恵子  

営 繕  太 田  正 智   藤 﨑  敬 子   井 之  元   古 舘  司  

校納金  太 田  正 智   藤 﨑  敬 子   井 之  元   江 口  千 冬  

浄 書  古畑 菜々子   古畑 菜々子   小池 あずさ     

職員体育  小 池 ・ 古 畑   古畑 菜々子   小池 あずさ   牟田口 奈央  

ＰＴＡ各種委員会  １ 年   ２ 年   ３ 年  

学年委員会  藤 﨑  敬 子   丹 宗  志 津 子   古 舘  司  

生活委員会  原  真 由 美   川 崎  悟   吉 岡  修  

事業委員会  杠  一 恵   西村(深野巴璃）   深 通  由 紀 子  

広報委員会  古 畑  菜 々 子   小 池  あ ず さ   川 原  千 恵 子  

母親委員会  藤 﨑  敬 子   槇 原  祐 海 子   江 口  千 冬  

父親委員会  古 賀  直 樹   井 之  元   牟 田 口  奈 央  
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Ⅰ本校の教育の特色 

１ 学力向上の推進 

(1) 各教科・領域の特性に応じて『学び合い』の視点を取り入れた授業改善（H20～H21佐賀市教育研究委嘱

の成果を生かす） 

① 指導過程に『学び合い』を取り入れる。学習課題を生徒に効果的に提示し，その課題の解決に向けて，

生徒の相互交流の場面を設定した指導過程を工夫する。 

② 学力検査やテスト結果を分析し，各教科の重点目標を設定しながら生徒の学習・学力状況に応じた指

導を工夫する。 

(2) 校内研究会の充実 

① 授業研究会の実践。３つの教科グループからそれぞれ代表者が研究授業を行う。授業研究において意

見交換しながら，授業改善への取り組みを深化させ，成果を共有する。 

② 毎月１回以上の校内研究会を開き，実践研究の充実を図る。 

(3) 『学習の手引き』の活用・改善 

① 『学習の手引き』には，学習の仕方やポイント，学習内容と評価規準を示し，生徒自身が自分の学習

方法を点検しながら改善を図ることができるようにする。 

② 生徒の授業への取り組みを充実させ，家庭学習の習慣づくりを図る。また，家庭も学校の学習につい

て理解を深めることができるようにする。 

(4) 小・中連携による合同研究会 

 

２ 豊かな心を育む教育の推進 

① 道徳・命の教育の実践    ② 教育相談の実践，QUテストの実施 

③ 健康教育の実践       ④ 体験活動の実践 

⑤ 芸術鑑賞          ⑥ スポーツ講演・演技等の鑑賞 

⑦ 生徒会活動の推進      ⑧ 部活動の活性化 

 

３ 学校環境づくりの推進 

   ① PTA活動との連携      ② 教育環境の整備充実    ③ 学年ホール・教室等の環境整備 

４ 開かれた学校づくり 

   ① 小・中合同のフリー参観デーの実施   ② 学校園づくり 

   ③ 学校評議委員，青尐年健全育成会議，民生委員との連携 

Ⅱ 教育計画 

１ 本年度の教育の重点 

重点目標 

① 学習指導の充実 

あ．評価基準(規準)を入れた各教科の年間計画の改善 

い．生徒，保護者に配布する年間計画の作成(シラバスの作成) 

   う．尐人数・TT授業の推進と『学び合い』を取り入れた授業改善 

  ② 生徒指導の推進 

   あ．生徒の自己指導力を育成するため，道徳，人権・同和教育を深化する。 

   い．特別支援教育の視点に立って，すべての生徒に対する教育相談の充実を図る。 

   う．「あいさつ運動」を推進し，保護者，地域，関係機関との連携を強化する。 

   え．生徒の出番・役割・承認のサイクルにより自己肯定感を高める。 
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（２－１）小中連携の取組 

［小中連携教育を推進するための3つの視点］ 

① 教科等の学習内容・指導方法の連携（系統性） 

② 生徒理解・指導上の情報の共有化 

③ 小中教師と児童・生徒との交流 

 

［具体的な取組］ 

① 学習・生活習慣に関わる指導に連続性・共通性をもたせる。 

② 児童・生徒の交流を行う。児童・保護者向けの中学校説明会および児童の授業体験の実施。 

③ 学習内容に関する連携を行う。小学校への出前授業，小中教師によるTT授業等の実施。 

④ 児童・生徒に係る相互の情報交換を定期的に行う。（３月，４月，５月に小中連絡会を実施） 

⑤ 小中合同研修会の開催，小中授業研究会へ相互に参加を行う。 

（２－２）いじめ・命を考える取り組み 

① 毎月始めに「いじめ・命を考える日」を設け，全校・学年・学級における計画的な指導を行う。 

② 毎月「生活アンケート」を実施し，生徒の悩み，学校生活上の問題点を把握し，全体指導・個別指導の

充実を図る。 

③ 道徳の時間・学級活動の時間における，指導内容や指導方法を工夫し，よりよい人間関係を築くことが

できるようにする。 

④ 「命の教育」を進め，命の大切さや思いやりの心を育てながら，卖に知的理解にとどまらない実践力の

育成を図る。 

⑤ 人権・同和教育の充実により，人権感覚を磨き，差別をしない・見逃さない・許さない行動力を身につ

けさせる。 

⑥ 学校での学習・生活の状況や諸活動のようすを学校・学級だより等で積極的に家庭や地域にも伝え，家

庭教育や地域との連携を図る。 

（２－３）市民性をはぐくむ取り組み 

① 総合的な学習の時間では，１年「環境」，２年「福祉」，３年「国際理解」をテーマに，地域の方の講

師による講話をはじめ，課題探求活動を行う。また，各教科においても，地域，日本，世界の現状を学ぶ

機会を設け，環境問題，人権問題，福祉問題等の問題点や課題を学び，自らの生き方とも関連させながら，

地域住民，日本国民，世界市民としての自覚や諸問題の解決に自为的・自発的に取り組む姿勢を育てる。 

② １年生では「社会人に学ぶ」，２年生では「仕事体験」「先輩に学ぶ」などを実施し，実社会に即した

話を聞いたり体験活動をしたりする機会を設け，キャリア教育との関連を図る。 

③ 「ふれあい除草作業」や「忍耐体験活動」など，PTAとの連携を図る。また，地域の子どもとして育てる

視点から，「シチメンソウまつり」など地域の生活や諸行事に積極的な参加を促し，地域文化・伝統文化

の大切さや自ら生活する地域への愛着を育て，地域住民の一員としての自覚を持たせる。 

（3）指導の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 

方針 

全教科において，『学び合い』の考え方を取り入れた授業実践を行い，人間関係力の向上と確か

な学力の向上を図る。 

国

語 

① 言葉の力を育成するために，漢字小テストの実施と見直し指導，暗唱指導，聞きとりテスト，漢字

帳指導，語句語彙プリントの実施，辞書利用の奨励，短作文指導，ノート指導等を行う。 

② 自分の考えや気持ちを表現できる生徒を育成するために，１時間（授業）に１回は感想や意見 

 を書いたり発表したりする時間を設ける。また，作文指導やスピーチ・聞き取り指導等を定期的に行

うとともに，グループ学習や発表会などの，意見を交換する場の設定を行う。 

＊総合的な学習の時間や道徳，特別活動等との関連も図る。                                  

社

会 

① 生徒の为体的な活動を促すために，体験的・参加的な学習を取入れたり身近な教材を用いたりする

など指導方法の工夫に取り組む。 

② 自分の考えを適切に表現できるようにするために，小集団によるグループ活動を取入れたり，ワー

クシートへの記入を行わせたりしながら指導過程の工夫に取り組む。 
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③ 論理的な思考を深め判断する力をつけるために，学習過程の中に思考・判断の場面を設定する。 

④ 基礎・基本事項の定着を図るために，教材提示の工夫やワークシートの作成に取り組むとともに，

⑤ 小学校の学習内容との関連や家庭学習の充実に取り組む。 

数

学 

① 基礎的・基本的内容の定着を図る。 

あ．ＴＴ授業や尐人数授業を実施し，個に応じたきめ細やかな指導を行う。 

 い．興味・関心を喚起するような目標設定を行う。 

 う．卖元終了後に定着度を把握するために確認テストを行う。 

② 『学び合い』を取り入れ，進んで課題解決に取り組む姿勢を育成する。 

 あ．毎授業に『学び合い』(課題探求活動)を取り入れる。 

 い．『学び合い』を取り入れることで，言語活動の場を保証する。 

理

科 

① 自然に対する興味・関心を高め，身近な題材をもとに観察・実験を行い，科学的に調べる能力と態

度を育てる。 

② 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な見方を養うとともに，その考えを図示したり，

説明したりする力を培う。 

③ 科学を学ぶことの意義や有用性の実感を高めるため，日常生活や社会との関連を重視した学習内容

の充実に取り組む。 

④ TT授業などの指導方法を工夫・改善し，きめ細かな指導を行うとともに，意欲的に学習に取り組む

態度を育てる。 

⑤ 『学び合い』を取り入れて，協力して実験・観察し，課題の解決に取り組む姿勢を養う。 

⑥ 科学の基本的な見方や概念を柱に，小・中学校を通じた内容の一貫性を重視する。 

音

楽 

① 生徒全員に心を合わせて大きな声で校歌を斉唱させる。 

② 音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り，基礎的な技能を身につけ，自己を 表現する力を養う。 

③ 鑑賞ではあらゆる時代や地域，民族，さまざまな楽器の音楽に触れさせ，その多様さを知り，感じ

たことを文章などで表現させる。 

④ 学校行事である合唱コンクールに積極的に取り組み，１つのものを創り上げていく喜びやハーモニ

ーの美しさを感じとらせる。 

美

術 

① 基礎的な知識・技能を身につけさせ，表現する力を高める。 

② 表現活動の基礎・基本であるデッサン力や構成力，色彩の学習に重点をおく。 

③ 意欲的に学習に参加できるように，題材や教材の工夫をする。 

④ 題材の意図や制作の手順などについては，視覚的に指示を伝え，目標を明確にする。 

⑤ 選択する内容については，生徒自身の为体性を尊重し，題材の選択や活動計画に柔軟性をもたせ 

 る。 

保

健

体

育 

① 体育分野 

「助け合い・教え合い・認め合い」の精神を本校保健体育の中心に据え，楽しい中にも規則正しい

授業を目指すことで，自为的・自発的に運動に取り組む態度を育てる。 

あ．運動や健康に対して関心・意欲を持ち，積極的に活動を進めることができる生徒の育成。 

い．自ら進んで工夫しながら，課題を解決しようとする生徒の育成。 

う．知識を身につけ，表現することができる生徒の育成。 

え．学習の約束を守り，健康や安全に気をつけながら活動することのできる生徒の育成。 

 

② 保健分野 

 自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力を培うとともに，自分の身の回りの環境に興

味を持ち，改善していく資質や能力を培い，理解し生涯を通じて健康なライフスタイルを確立する。 

技

術 

・ 

家

① 生活の自立のために，実践的・体験的活動を通して，知識・技能を身に付けさせる。学習課題・学

習内容を工夫し，学習への意欲を喚起する。 

② 地域の産物を取り入れた郷土料理を，地域の方々と一緒に調理実習で取り組むことで，地域の食文

化を学ばせ，調理技術を高めることができるようにする。 
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庭 ③ 選択技術・家庭科では，発展的な学習内容に取り組ませ，生活を豊かにする作品作りを行い，生活

の技能を幅広く身につけさせる。 

英

語 

① 英語の学習の仕方を指導し，自为的に学習に取り組む姿勢を定着させる。 

② 英語学習に対する意欲・関心を高めさせるノートづくりや，家庭学習の仕方を指導していく。 

③ ＡＬＴとの学習を通して海外の文化に興味・関心を持たせ日本とは異なる文化・習慣に対する知 識

を持たせる。 

④ ＡＬＴとの会話を通してコミュニケーションへの意欲を持たせ，会話の能力を持たせる。 

⑤ 英語の暗唱を通して，生徒に達成感を持たせ，学習意欲を向上させる。 

⑥ タスク活動を設定し，ぺアやグループで協力して学習に取り組む姿勢を養う。 

⑦ 卖語力の定着を図るために，定期的に卖語テストを取り入れていく。また，ワークシートに卖語や

基本文を練習する箇所を作るなど，工夫した教材を作る。 

道 

徳 

① 「道徳の時間」においては，多様なものの見方・考え方に触れさせ，深く考えさせることを通して

「道徳的判断力」「道徳的心情」を育む。また，望ましい生活習慣を身につけさせ，自为性を伸ばし

て，育んだ「道徳的判断力」や「道徳的心情」を，「道徳的実践力」へと高める。その際には，「生

徒が活躍する場」と互いを「認め合う場」を大事にする。また，行事や奉仕体験等による感動体験を

積ませる。 

② 「ふれあい道徳」を実施し，生徒たちのみならず，保護者も交えて道徳的な価値について考える時

間を年に１回は実施する。 

③ 地域との連携を図り，講師を招聘して「いのちの教育」を実施すると共に，道徳の授業の中で，命

の尊さや，思いやりの大切さについて深化を図る。また，世の中のことにも目を向け，人間としての

正しい生き方についての自覚を深めさせ，平和を愛する心を育てる。 

④ 「心のノート」を活用し，日頃の心の動きをメモするよう勧める。 

特 

別 

活 

動 

① 学級活動…望ましい人間関係を育て，集団の一員としての在り方や将来に向けた生き方 などを学

ばせる。 

② 生徒会活動…自为的，自治的活動を通して，学校生活の充実や改善を図る実践的態度を養う。 

③ 学校行事…体験的活動を通して，規律ある集団行動の体得，責任感や連帯感の涵養，職業観や勤労

観の育成などを図る。 

総 

合 

的 

な 

学 

習 

の 

時 

間 

Ｓ 

Ｌ 

タ 

イ 

ム 

「総合的な学習の時間」をＳＬタイム（Search for Life ）と呼び，現代社会の諸問題について，生徒自

身の興味関心をもとに探求し，自らの生き方を考える学習として位置づける。この学習を通して，課題

解決能力及び情報活用能力を育成すること，体験活動やグループ活動等の学習活動を組み込むことによ

り，社会的技能を身につけさせる。 

 

［目標］ 

学年テーマに基づき，様々な体験をしたり，講演・講話を聞いたりしながら，個人またはグループ

でテーマを決めて課題追究活動を行う。また，調べたり，体験したりして学習したことをまとめて，

発表会で発表できるようにする。このような学習を通して，生徒が自らの力で課題を設定し，問題を

解決できるようにする力を育て，情報活用能力や社会的技能を身につけさせる。 

 

［育てたい資質や能力］ 

 １年：調査活動を中心に，個人テーマの設定・解決に向けてさまざまな方法で情報を収集したり，  

まとめたりする情報収集能力の育成を図る。 

 ２年：まとめ活動を中心に，探究活動の成果をまとめたり，発表したりする，表現能力の育成を図 

 る。 

 ３年：調査探究活動，交流活動など諸活動の内容および提言，気づき，感想などを適切にまとめる 

力や有効な手段を講じ，効果的な方法で発信することができる能力の育成を図る。 

 

［学年テーマとねらい］ 
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 １年：「環境」 

現代社会の一員として，身の回りの環境について見つめ直すことで，社会に存在する環境に

関わる課題に気づき，「環境保全」の視点から，自分たちの力で解決しようと努力する態度を

養うとともに，情報収集能力を育てる。 

２年：「福祉」 

現代社会の一員として，身の回りの福祉について見つめ直すことで，社会に存在する福祉に

関わる課題に気づき，「共生」の視点から，社会の望ましい発展に寄与しようと努める態度を

養うとともに，情報活用能力を育てる。 

３年：「国際理解」 

国際社会の一員として，日本及び諸外国を文化や価値観の視点から見つめ直し，自国文化に

対する理解や誇りを育て，文化や価値観の異なる国や人々を尊重する精神を身につけさせると

ともに，情報発信能力を育てる。 

［評価］ 

① 課題把握の能力…提示された学年テーマを自分なりの課題として意識し，個人テーマを設定する 

ことができる。 

② 課題解決・情報処理の能力…課題解決に向けて必要なスキルを身につけ，計画的に活動し，情報を

収集し，整理することができる。 

③ 表現・情報発信の能力…自分なりの考えを持ち，発表内容と方法を工夫し，効果的でわかりやすい

発表ができる。 

生 

徒 

指 

導 

① 生徒指導の基本的な考え方（基本方針） 

あ．生徒指導とは，一人ひとりの生徒の個性の伸長を図りながら，同時に社会的な資質や能力・態度

を育成し，さらに将来において社会的に自己実現ができるような資質・態度を形成していくための

指導・援助であり，個々の生徒に自己指導力の育成を目指すものである。自己指導力とは，その場，

その場で，どのように行動することが適切か，自分で考え，決定し，実行する能力をいう。 

い．生徒指導は，『非行防止』を为眼とするものではなく，『健全育成』を中心に据えて推進するも

のである。問題行動を起こす，あるいは問題傾向にある生徒を対象とする，非行防止指導に終始す

る消極的な指導ではなく，全ての生徒を対象として，その健全育成を図ろうとする積極的な指導や

援助である。 

う．生徒指導は，教育相談的な立場で，生徒の真の姿や心を認識するまでの生徒理解に努めることが

大切であるが，生命の尊重や人権にかかわる指導にあたっては毅然たる態度で注意・指導すること

が大切である。 

え．生徒指導は，学校が家庭等と連携を図りながら，学級担任を核として，全教職員が教育活動全体

を通して，継続的に行うものである。 

 

② 本年度の重点目標 

あ．自己指導力や道徳的判断力を高め，自为的な生活態度と基本的生活習慣の定着を図る。また，学

級経営の充実を図り，一人ひとりの生徒理解に努める。 

い．教育相談を通して生徒理解を深めるとともに個別指導の充実を図る。また，特に不登校生徒（不

登校傾向生徒を含む）の心情・原因・背景等には留意して指導する。 

う．生徒指導に関わる研修を積み，教職員の力量を高めるとともに，共通理解・共通実践できる全校

指導体制を確立する。 

え．生徒会活動の充実を図り，自为・自立の精神や自治的生活態度を育成する。 

お．保護者・地域・関係諸機関との連携を深め指導効果を高める。 
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特 

別 

支 

援 

教 

育 

① 特別支援学級に在籍する生徒だけでなく，通常学級に在籍するＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症を含

む障がいのあるすべての生徒を対象として，個別の支援計画を作成し，校内支援体制を組んで，特別

支援教育に組織的に取り組む。 

② 特別支援学級の生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し，それぞれの生徒の自立や進路保障・社 会

参加に向けて，その支援のあり方を検討する。 

③ 発達障害など支援が必要な生徒の個別指導計画を立て，全教職員共通理解のもと支援に当たる。 

人 

権 

･ 

同 

和 

教 

育 

① 人権の意義･内容やその重要性など，人権に関する知的理解を深めさせるとともに，自分自身を大切

にするのと同様に他の存在や他の心を大切にすることできるような人権感覚を身に付けさせる取組を

行う。 

② 共によりよく生きようとする態度や規範等を尊重し，義務や責任を果たそうとする意志，人権課題

を解決しようとする行動力を身に付けさせる取組を行う。 

③ 自己実現をめざす生徒の学力保障に努めるとともに，人権･同和教育に関する教師の指導力向上のた

めの研修内容の充実を図る。 

④ 学び合いの学習を通してお互いの存在を尊重しあいながら仲間づくりを行い，学習していく態度を

育てる。 

キ 

ャ 

リ 

ア 

教 

育 

［指導目標］ 

① 教育活動全体を通して，かけがえのない生徒一人ひとりの個性の伸長を図り，自己を生かす能力を

養う。 

② 個々の生徒が能力・適性にあった進路を自ら選択できるように指導支援する。 

③ 将来に対する夢や希望を持ち，自らの目標に向かって努力する態度を身につけさせる。また，人間

としての生き方について自覚を深め，自己実現を図りながら地域社会の発展に尽くそうとする人間を

育てる。 

［各学年の指導目標］ 

１年 

あ，将来の進路についての関心を高め，一人ひとりが夢と希望をもって充実した中学校生活を送れる

ようにする。 

い．働くことの意義や自分のよさ，特色について理解させる。 

う．望ましい生活習慣を身につけさせる。 

２年 

あ．自己理解を一層深め，産業・職業や上級学校などの情報を収集し，理解する能力・態度を育成す

る。 

い．職業や上級学校の情報をもとに，自分の能力・適性を生かす進路計画を立てさせる。   

う．中堅学年としての自覚を持ち，あらゆる活動に積極的に参加し，一層充実した生活が送れるよう

にする。 

３年 

あ．自己の特性や希望する進路情報を確かめ，将来の生き方を考え，自分にふさわしい進路の選択が

できるようにする。 

い．将来に対する展望を持ち，自己実現に向けて努力する態度を養う。 

う．自分の生き方を探求しながら，最高学年として責任ある言動がとれるようにする。 

 

［指導方針］ 

① 学級指導において，進路にかかわる時数を確保し，３年間を見通した指導をする。 

② 進路相談を実施し，一人ひとりに適切な指導・支援ができるようにする。  

③ １年生では「社会人に学ぶ」，2年生では「仕事体験」や「先輩に学ぶ」を実施して，実社会に即し

た話を聞いたり，体験活動をしたりする機会を設ける。  

④ 学級だより・学年だより等の通信，学年・学級懇談会，進学説明会を通して，進路に関する情報を

保護者にも提供する。  
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教 

育 

課 

題 

へ 

の 

対 

応 

［環境教育］ 

学校は生徒が学習活動を行う場として，学習に適した環境でなければならない。教師自らがはたら

きかけて学校環境づくりに取り組むとともに，環境に優しい学校生活の実践を目指し，物や資源を大

切にする心や美しい環境をつくりあげようとする態度を育て，生徒自らが自分たちでできることはな

いかを考え，学校全体として環境保全活動に取り組んでいく。 

① 総合的な学習のテーマ設定において，環境にかかわる諸問題に関心を持たせ積極的に取り組ませる。 

② 地元の食材を使った調理実習体験を通して，健全な食生活や安全な食材等について関心を高める。 

③ 学校ＩＳＯを参考に，生徒会活動の中に学校版環境ＩＳＯの取組を取り入れ，生徒自身が進められ

る節電・節水・リサイクル活動などの環境教育を実践する。 

④ 生徒会環境部を中心とした校内美化への取組やボランティア活動を通して，知識が実践に 結びつく

機会をつくる。 

 

［情報教育］ 

情報機器を正しく使える生徒を育成するために， 

① 校内研修などにより教職員が情報リテラシーを身に付ける。 

② 为として技術・家庭科の技術分野，総合的な学習の時間を中心に，生徒が情報リテラシーを身に 付

けるような指導を行う。 

③ 学校，ＰＴＡ，地域が連携して情報モラルの指導を行う。 

 

［図書館教育］ 

① 生徒が为体的な調べ学習を行えるよう，資料の充実に努める。また，利用しやすい配置や分類表示

等を行い，居心地がよく，実務的な図書館をめざす。 

② 「朝読書」を学年の状況に合わせて実施する。また，「学級文庫（一人一冊）」を貸し出し，「朝

読書」の充実を図る。 

③ 年に２回，「読書週間（２週間）」を設定し，朝の読書の習慣化を促したり，本に親しむことを目

的としたビデオ上映会を行ったりする。 

④ 「しおりコンクール」や「辞書の早引き大会」，「百人一首大会」等，本に親しむことを目的とし

たイベントを組む。 

 

［食育］ 

① 特別活動，技術・家庭科，保健体育科，保健指導等を関連させながら，望ましい食習慣を養い，食

事についての理解を深めさせる。                                                           

② 校医や市保健福祉課の協力のもと歯科指導・ヘルシーランチの指導を通して，健康に過ごすための

食生活を考えさせる。                                                                           

③ 食育通信の発行や校内にポスターを掲示し，食育への関心を喚起する。 

④ 市ＰＴＡ協議会が推進している「おにぎり弁当」の実践について，その意義を受け止め，積極的に

協力していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 19 - 

 

 ║ ║ ’ ” ”  

                     学年 

教科・領域等 
1 2 3 

 

国  語/ 書  写 140 105 105 

社  会 105 105 85 

数  学 140 105 140 

理  科 105 140 140 

音  楽 45 35 35 

美   術 45 35 35 

保健体育 90 90 90 

技術・家庭 70 70 35 

外国語 105 105 105 

道  徳 39 35 36 

特別活動（学級活動） 39 35 36 

選択教科 15 50 70 

総合的な学習の時間 50 70 70 

合計時数 980 980 980 

生徒会活動 16 16 16 

学校行事 42 45 50 

その他 35 35 35 

総時数 1073 1073 1081 
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日 曜 ４月 日 曜 ５月 日 曜 ６月 

1 金 

春季休業（～5日）/ 職員会

議/ 学年部会/ 教科部会 

市辞令交付式/ 送別会 
1 日 

 

1 水 

生徒朝会 

学年部会 

フッ素洗口 

2 土 

  

2 月 

「いじめ(命)を考える日」 

⑤授業参観/ ＰＴＡ総会・

ＰＴＡ歓送迎会 
2 木 

「いじめ(命)を考える日」 

3 日   3 火 祝「憲法記念日」 3 金   

4 月 
職員会議，校務分掌部会，

学年部会 
4 水 

祝「みどりの日」 
4 土 

県P総会 

5 火 
職員会議 

5 木 
祝「子どもの日」 

ＰＴＡ除草作業 
5 日 

  

6 水 

１学期始業式，辞任式，赴

任式 
6 金 

＊月曜校時，学年部会 

6 月 

旧小6・新中1担当者打ち

合わせ会(16:00～)/ 読書

週間（～17日） 

教育相談週間（～17日） 

7 木 ２・３年ＮＲＴ≪企≫ 7 土   7 火 職員朝会 

8 金 
２・３年ＮＲＴ（小学校，

高校入学式）/ 歓迎会 
8 日 

  
8 水 

学年朝会 

校内授業研究会 

9 土 

  

9 月 

⑤⑥生徒総会≪企≫

/ 14:45～職員レントゲン

撮影 決定 

9 木 

  

10 日 

 

10 火 職員朝会 10 金 教育実習終≪企≫ 

11 月 
入学式準備 

選択説明会 
11 水 

生徒会専門部会 

生徒指導協議会 
11 土 

  

12 火 

入学式/ １年学年ＰＴＡ 

学年部会 12 木 

生徒朝会/ 尿検査 2次決定

/ 13:00～歯科検診（３年） 12 日 

佐賀市フリー参観デー 

「いじめ(命)を考える日」 

＊月曜授業「おにぎり弁の日」 

13 水 

登校指導/ 全校朝会/ １年

知能検査/ 身体測定/ 新入

生歓迎式/ 部活動紹介/ 地

区生徒会/ 職員会議 

13 金 

  

13 月 

振替休日（6/12 分） 

14 木 

登校指導/ 「いじめ( 命)を

考える日」/ １年ＮＲＴ 

生徒会オリエンテーショ

ン/ 13:00～内科検診( ２

年)決定/ 研究推進委員会 

14 土 

  

14 火 

教育実習評価会議 

職員朝会 

15 金 

登校指導/ １年ＮＲＴ，⑥

避難訓練/ 1，3年聴力検査/

図書館オリエンテーショ

ン/ 全国・県学習状況調査

事前打ち合わせ13:00～内

科検診(１年)決定２・３年

学年ＰＴＡ（19:30～改善

15 日 

  

15 水 

全校朝会 

職員会議，フッ素洗口 

20:00～ＰＴＡ定例幹事会 
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センター） 

16 土 

  

16 月 

職員会議 

市教科等研究会（第２部） 

20:00～PTA定例幹事会 

16 木 

  

17 日 

  

17 火 

職員朝会 

市教科等研究会（第１部） 

３年修学旅行事前指導⑤  

17 金 

小学校児童向け学校説明

会（生徒会） 

18 月 

県学習状況調査（１年：理

社，２年：理社英，３年：

理社英）生徒会専門部会 

13:00～内科検診（３年）

決定 

18 水 

朝会中止 

３年修学旅行（～20日） 

18 土 

  

19 火 

職員朝会/ 県学習状況調査

（意識，１年：国算，２年：

国数）/ 尿検査 １次 決定 
19 木 

３年修学旅行 

１・２年修学旅行事前指導 19 日 

  

20 水 

生徒朝会/ 生徒指導協議

会，校内研究会/ 20:00～Ｐ

ＴＡ新旧幹事会 

20 金 

３年修学旅行 

１・２年修学旅行 

（小学校PTA総会） 

20 月 

  

21 木 

家庭訪問①/ 13:00～歯科

検診（２年）決定 短縮 

10:20～11:20 心臓検診 

決定 

21 土 

市P総会・歓送迎会 

21 火 

職員朝会 

22 金 

家庭訪問②/ 13:10～14:00 

眼科検診（全校）短縮

/ 20:00～新ＰＴＡ委員会 

22 日 

  

22 水 

朝会中止 

期末テスト 

生徒指導協議会 

23 土 

  

23 月 

全校朝会（実習生の紹介） 

教育実習（～6/10） 

校内研究会 

23 木 

期末テスト 

24 日   24 火 職員朝会/ 研究推進委員会 24 金 期末テスト 

25 月 

生徒総会に向けての学級

討議/ 家庭訪問③ 短縮 25 水 

学年朝会 ①第1回ＱＵテ

スト/ 職員研修（小中連携）

フッ素洗口 

25 土 

通信陸上大会 

26 火 
職員朝会 

家庭訪問④ 短縮 
26 木 

「7時のつどい」19:00～ 

多目的室 
26 日 

通信陸上大会 

27 水 

学年朝会/ 家庭訪問⑤ 短

縮/ 13:00～耳鼻科検診 

決定 

27 金 

  

27 月 

生徒会専門部会 

28 木 

家庭訪問(予備日)/ 13:00

～歯科検診（１年）決定 

短縮 

28 土 

  

28 火 

職員朝会 

29 金 
祝「昭和の日」  

29 日 
  

29 水 
生徒朝会, 学年部会 

フッ素洗口 

30 土   30 月 生徒会専門部会 30 木 市水泳大会 

      31 火 職員朝会       
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日 曜 ７月 日 曜 ８月 日 曜 ９月 

1 金 

「いじめ(命)を考える日」 

市水泳大会 防煙教室(１

年生)/ 成績締切 

1 月 

三者面談（～12日） 

研究推進委員会 1 木 

登校指導，始業式 

生徒会専門部会 

2 土 歴代ＰＴＡ会長・校長会 2 火 三者面談 2 金 登校指導/ 生徒朝会 

3 日 

県空手道大会 

3 水 

三者面談/ 9:00～校内研究

会,10:30 ～学年部会/ 15:00

～平和集会リハーサル・準

備（体育館） 

3 土 

市Ｐミニバレー大会 

4 月 
地区生徒会≪企≫ 

ＰＴＡ地区別懇談会 
4 木 

三者面談 

全校登校日，平和集会 
4 日 

小中ＰＴＡ合同バザー

(10:00～） 

5 火 

職員朝会 

ＰＴＡ地区別懇談会 5 金 

三者面談/ 佐賀市人権・同和

教育夏期講座/ 九州ソフト

ボール大会(６日まで) 

5 月 

「いじめ(命)を考える日」 

登校指導 

学年部会 

6 水 
学年朝会/ 職員会議/ フッ素

洗口/ ＰＴＡ地区別懇談会 
6 土 

九州卓球大会(８日まで) 
6 火 

職員朝会 

7 木 研究推進委員会 7 日   7 水 振替休日(9/11 分) 

8 金 青雲提出 8 月 三者面談 8 木 体育大会総練習 

9 土 
県バドミントン・体操・テ

ニス大会 
9 火 

三者面談/ 九州ソフトテニ

ス大会(１１日まで) 
9 金 

  

10 日 
県バドミントン・体操・テ

ニス大会 
10 水 

三者面談 
10 土 

体育大会準備 

ＰＴＡテント設営 

11 月 

②③④⑤①選手推戴式 

ＰＴＡ学年懇談会（3年） 

校内研究会 

11 木 

三者面談 

11 日 

体育大会 

12 火 
職員朝会 

ＰＴＡ学年懇談会(2 年） 
12 金 

三者面談 
12 月 

振替休日(9/11 分) 

13 水 

朝会中止，フッ素洗口 

生徒指導協議会 

ＰＴＡ学年懇談会(1 年） 

13 土 

  

13 火 

職員朝会 

≪企≫ 

14 木 

  

14 日 

  

14 水 

学年朝会 

職員会議，フッ素洗口 

20:00～ＰＴＡ定例幹事会 

15 金 20:00～ＰＴＡ定例幹事会 15 月 午後：振替休（８／２０分） 15 木   

16 土   16 火 ３年体育大会各団活動 16 金 研究推進委員会 

17 日   17 水 ３年体育大会各団活動 17 土   

18 月 
祝「海の日」 

18 木 
≪企≫３年体育大会各団活

動 
18 日 

  

19 火 

職員朝会 

19 金 

9:00～職員会議 

20:00～PTA定例幹事会 

３年体育大会各団活動 

19 月 

祝「敬老の日」 

20 水 
１学期終業式 

20 土 
7:00～全校登校日（親子ふ

れあい除草作業） 
20 火 

職員朝会 

21 木 
夏季休業（～8/31） 

市中体連 
21 日 

  
21 水 

全校朝会/ 校内研究会/ フ

ッ素洗口 

22 金 市中体連 22 月 ３年体育大会各団活動 22 木 祝「秋分の日」 



 

- 23 - 

 

23 土 市中体連 23 火 ３年体育大会各団活動 23 金   

24 日 
市中体連（予備日） 

24 水 
３年体育大会各団活動 

9:00～生徒指導協議会 
24 土 

  

25 月 県水泳・陸上大会 25 木 ３年体育大会各団活動 25 日   

26 火 
県新体操・ハンド大会 

26 金 
３年体育大会各団活動 

26 月 
スケッチ会 

交通安全集会 

27 水   27 土   27 火 職員朝会 

28 木 
  

28 日 
  

28 水 
表彰集会/ 生徒指導協議会

/ フッ素洗口 

29 金 県中体連(西部ブロック为管） 29 月 ３年体育大会各団活動 29 木   

30 土 
県中体連（西部ブロック为

管） 
30 火 

３年体育大会各団活動 
30 金 

立志式・ぼたもち会 

私立高校説明会 

31 日 
県中体連（予備日） 

31 水 
佐賀市立中学校部活動一斉

休みの日 
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日 曜 10月 日 曜 11月 日 曜 12月 

1 土 

  

1 火 

「いじめ(命)を考える日」 

「ノーテレビ・ノーゲーム

デー」 

1 木 

「いじめ(命)を考える日」 

３年三者面談，１．２年教

育相談 

2 日 

（小学校体育大会） 

2 水 

生徒朝会 

学年部会 2 金 

３年三者面談，１．２年教

育相談/ 成績締切/ 研究推

進委員会 

3 月 
「いじめ(命)を考える日」 

生徒会専門部会 
3 木 

祝「文化の日」 
3 土 

  

4 火 
職員朝会 

市駅伝大会 
4 金 

県駅伝大会 

第２回フリー参観デー 
4 日 

  

5 水 
生徒朝会/ 学年部会/ フッ

素洗口 
5 土 

「シチメンソウまつり」 
5 月 

生徒会専門部会 

≪企≫ 

6 木   6 日   6 火 職員朝会 

7 金 
研究推進委員会 

7 月 
研究推進委員会 

7 水 
生徒朝会/ 校内研究会 

フッ素洗口 

8 土   8 火 職員朝会 8 木 市団体マラソン 

9 日 
  

9 水 

 

9 金 
３年入試用評定締切 

⑥避難訓練 

10 月 
祝「体育の日」 

10 木 
学年朝会/ 校内授業研究会 

「おにぎり弁当の日」 
10 土 

19:00～小中PTA合同忘年

会 

11 火 職員朝会 11 金   11 日   

12 水 
学年朝会/ 校内研究会/ フ

ッ素洗口 
12 土 

県P研究大会 
12 月 

職員会議 

13 木 
中間テスト/ ③④３年Ｓ

Ｌ，⑤⑥１年ＳＬ 
13 日 

  
13 火 

職員朝会 

青雲提出 

14 金 

中間テスト/ ③④２年ＳＬ 

⑤⑥県立高校説明会（３

年） 

14 月 

≪企≫ 

14 水 

全校朝会/ 生徒指導協議

会，フッ素洗口/ 20:00～Ｐ

ＴＡ定例幹事会 

15 土 県Pミニバレー大会 15 火 職員朝会 15 木   

16 日 

 

16 水 

全校朝会 

職員会議，フッ素洗口 

20:00～ＰＴＡ定例幹事会 

16 金 

授業参観 

１・２年学年ＰＴＡ 

17 月 後期時間割開始≪企≫ 17 木   17 土   

18 火 
職員朝会 

18 金 
⑤⑥新入生保護者向け説

明会/ ３年進路説明会 
18 日 

  

19 水 

全校朝会/ 職員会議，フッ

素洗口/ 20:00～ＰＴＡ定

例幹事会 

19 土 

  

19 月 

地区生徒会 

20 木   20 日   20 火 職員朝会 

21 金 
市中体連新人戦 

21 月 
生徒指導協議会 

21 水 
朝会中止 

⑥大掃除・ワックスがけ 

22 土 

市中体連新人戦 

22 火 

職員朝会/ 期末テスト/ ３

年三者面談，1．2年教育相

談（～12/3） 

22 木 

２学期終業式（生徒会会

長，役員任命式） 

23 日 市中体連新人戦（予備日） 23 水 祝「勤労感謝の日」  23 金 祝「天皇誕生日」 
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九Ｐ 北九州大会 

24 月 
振替休日（10/29 分） 

九Ｐ 北九州大会 
24 木 

期末テスト/ ３年三者面

談，１．２年教育相談 
24 土 

  

25 火 

職員朝会/ ＳＬ学年発表会

１年①②, ２年③④,3 年⑤

⑥ 

25 金 

期末テスト/ ３年三者面

談，１．２年教育相談 25 日 

冬季休業 

26 水 
表彰集会/ 生徒指導協議会 

フッ素洗口 
26 土 

市P研究大会 
26 月 

  

27 木   27 日   27 火   

28 金 

東中フェスタ・SL全校発表

会リハーサル/ ①②１年，

③④２年，⑤⑥３年 

28 月 

⑥生徒会長選挙 

３年三者面談，１．２年教

育相談 

28 水 

執務納め 

29 土 
東中フェスタ・SL全校発表

会 
29 火 

職員朝会/ ３年三者面談，

１．２年教育相談 
29 木 

年末休日(12/29～12/31)  

30 日 

  

30 水 

学年朝会，学年部会，フッ

素洗口/ ３年三者面談，１．

２年教育相談 

30 金 

  

31 月 
２学期読書週間（～１２

日）/ 生徒会専門部会 
    

  
31 土 
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日 曜 １月 日 曜 ２月 日 曜 ３月 

1 日 

祝「元日」 冬季休業日 

年始休日（～３日） 1 水 

生徒朝会/ 学年部会/ フッ

素洗口 1 木 

「いじめ(命)を考える日」 

☆県立後期志願変更願（～

２日） 

2 
月  

2 木 
「いじめ(命)を考える日」 

2 金 
☆県立後期志願変更届 

★３年青雲提出 

3 火 3 金 

☆私立一般入試 

⑤⑥２年先輩に学ぶ（私

立） 

3 土 

  

4 水 
執務始め 

学年部会 
4 土 

  
4 日 

  

5 木   5 日   5 月 ≪企≫ 

6 金 

研究推進委員会 

6 月 

研究推進委員会/ ⑥授業補

充 6 火 

県立後期事前指導/ １・２

年評定締切/ 研究推進委員

会 

7 土 

  

7 火 

職員朝会 

☆県立前期推薦入試 7 水 

☆県立後期試験/ クラスマ

ッチ/ １年社会人に学ぶ，

２年先輩に学ぶ（県立） 

8 日 
12:00～東与賀町成人式 

8 水 
学年朝会 

校内授業研究会 
8 木 

☆県立後期試験/ 学年朝会

（１，２年）/ フッ素洗口 

9 月 

祝「成人の日」 

9 木 

  

9 金 

３年修了式/ 第６５回 卒

業証書授与式/ 学級編制会

議① 

10 火 

３学期始業式（新旧生徒会

役員交代式）/ 生徒会専門

部会 

10 金 

  

10 土 

  

11 水 
生徒朝会/ 校内研究会 

フッ素洗口 
11 土 

祝「建国記念の日」 
11 日 

  

12 木 
「いじめ(命)を考える日」 

12 日 
  

12 月 
１・２年青雲提出 

職員会議 

13 金 
  

13 月 
≪企≫佐賀市立中学校部

活動一斉休みの日 
13 火 

職員朝会 

１・２年学年末ＰＴＡ 

14 土 

  

14 火 

職員朝会 

14 水 

全校朝会 

校内研究会，フッ素洗口 

20:00～ＰＴＡ定例幹事会 

15 日 

  

15 水 

全校朝会/ 職員会議，フッ

素洗口/ 20:00～ＰＴＡ定

例幹事会 

15 木 

☆県立高校合格発表 

16 月 ≪企≫ 16 木   16 金 （小学校卒業式） 

17 火 職員朝会 17 金   17 土   

18 水 

学年朝会/ 職員会議，フッ

素洗口/ 20:00～ＰＴＡ定

例幹事会 

18 土 

  

18 日 

  

19 木 
  

19 日 
  

19 月 
地区生徒会 

生徒指導協議会 

20 金   20 月 学年末テスト（～２２日） 20 火 祝「春分の日」 
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14:00～ ３年 面接指導 

21 土 

  

21 火 

職員朝会 

学年末テスト 

14:00～ ３年 面接指導 

21 水 

小 6・中 3 担当者打ち合わ

せ 

22 日 

  

22 水 

朝会中止/ 学年末テスト④

避難訓練/ 生徒指導協議会

「おにぎり弁当の日」 

22 木 

  

23 月 
⑥第２回 ＱＵテスト 

23 木 
  

23 金 
平成23年度修了式 

学級編制会議② 

24 火 職員朝会 24 金 ３年評定締切 24 土   

25 水 
全校朝会/ 生徒指導協議会

/ フッ素洗口 
25 土 

  
25 日 

  

26 木 

  

26 日 

  

26 月 

学年末休業 

学級編制会議③ 

新年度企画委員会① 

27 金   27 月 生徒会専門部会 27 火   

28 土 
  

28 火 
職員朝会 

28 水 
学年末休業 

新年度企画委員会② 

29 日 
  

29 水 
生徒朝会/ 学年部会/ フッ

素洗口 
29 木 

学年末休業 

新年度企画委員会③ 

30 月 
生徒会専門部会 

    
  

30 金 
学年末休業 

新年度企画委員会（予備） 

31 火 職員朝会       31 土 学年末休業 
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 •  

月～金 勤務時間及び休憩時間 校時限 

８：１０ 勤務の始まり 朝読書，朝のつどい（月，火，木，金） 

８：３０ 

 

各種朝会（水）  職員朝会（火） 

８：４０ 

１校時 

９：３０ 

 

９：４０ 

２校時 

１０：３０ 

 

１０：４０ 

３校時 

１１：３０ 
 

１１：４０ 

４校時 

１２：３０ 

昼食・昼休み 

１２：４５ 

休憩（45分間） １３：２５ 

１３：３０ 

 

５校時 

１４：２０ 
 

１４：３０ 

６校時 

１５：２０ 
 

１５：２５ 

清掃活動 

１５：４０ 
 

１５：４５ 

帰りのつどい 

１６：００ 

 
１６：４０ 勤務の終わり 
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Ϸ ‗  

職名 氏名 性別 担当教科 担当部活動 为な校務分掌 

１  校 長 野 口  敏 雄 男 
  

総括 

２ 教 頭 貞 包  浩 洋 男 社会 
 

総括補佐 

３ 事 務 为 幹 太 田  正 智 男 事務一般 

４  教 諭 古 舘  司 男 美術 女子バレーボール ３学年为任，キャリア教育 

５  教 諭 江口 千 冬  女 技術・家庭 男子卓球 特別支援教育コーディネーター 

６  教 諭 丹宗 志津子 女 国語 男子バスケットボール ２学年为任，図書館教育 

７  教 諭 藤 﨑  敬 子 女 英語 女子卓球 １学年为任，国際理解教育 

８  教 諭 深通 由紀子 女 理科 女子ソフトテニス 教育相談 

９  教 諭 鳥 谷  功 治 男 保健体育 女子ソフトボール 教務为任 

10  教 諭 川原 千恵子 女 音楽 サッカー 進路指導为事・給食指導 

11  教 諭 
西 村  睦 美 

（深野 巴瑠） 
女 保健体育 男女剣道 中体連 

12 教 諭 槇原 祐海子 女 社会 女子卓球 教科書関係 

13  教 諭 川 﨑  悟 男 数学 サッカー 情報教育 

14  養 護 教 諭 徳 島  敦 子 女 保健为事・保健室 

15  教 諭 吉 岡  修 男 数学 卓球男子 研究为任，学力向上対策 

16  教 諭 古 賀  直 樹 男 技術・家庭 軟式野球 生徒指導为事，視聴覚教育 

17  教 諭 原  真 由 美  女 理科 男女剣道 環境教育 

18  教 諭 井 之  元 男 理科 男子バスケットボール 安全指導，人権・同和教育 

19 教 諭  牟田口 奈央 女 数学 女子ソフトテニス 生徒会活動 

20 教 諭 小池 あずさ 女 英語 女子バレーボール 校内環境整備 

21 教 諭 古畑 菜々子 女 国語 軟式野球 校内環境整備 

22 教 諭 山 田  美 佳 女 初任研担当（一般・国語） 

23 講 師 杠  一 恵 女 社会 女子ソフトボール 清掃指導 

24  非常勤講師 御厨 ひろみ 女 初任研担当（英語） 

25 非常勤講師 野中 佐奈恵 女 尐人数・ＴＴ（英語） 

26 事 務 員 石 丸  英 樹 男 事務一般 

27 嘱 託 鶴  哲 朗 男 地域教育コーディネーター 

28 嘱 託 鶴田 加津子 女 事務一般 

29 嘱 託 太 田  幸 女 図書司書 図書室 

30 嘱 託 岡 山  香 織 女 
 

図書室 

31 嘱 託 壽 山  葉 子 女 サポート相談員 

32 嘱 託 黒 岩  淑 子 女 スクールアドバイザー 

 

国   語 丹 宗  志 津 子 家  庭 江 口  千 冬 初任者指導教員 山 田  美 佳 

社   会 槇 原  祐 海 子 英  語 藤 﨑  敬 子 教 育 相 談 深 通  由 紀 子 

数   学 川 﨑  悟  道  徳 藤 﨑  敬 子 情 報 教 育 川 﨑  悟 

理   科 原  真 由 美 特別活動 古 舘  司 安 全 指 導 井 之  元 

音   楽 川 原  千 恵 子 総合的な学習の時間 古 舘  司 人権・同和教育 井 之  元 

美   術 古 舘  司    幼 保 小 連 携 鳥 谷  功 治 

保 健 体 育 鳥 谷  功 治   小 中 連 携 鳥 谷  功 治 

技     術 古 賀  直 樹   地 域 連 携 鳥 谷  功 治 

  


